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役
員
会
報
告

広
報
委
員
リ
レ
ー
見
聞
録

日
吉
神
社
よ
り

公
民
館
清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
日

令
和
七
年
新
年
総
会
の
ご
案
内

赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
御
礼

「能美市主催健康教室」

毎月第２第４火曜日

１月１４日・２８日

午前１０時～

福島町会館にて

水分持参でお越下さいませ。

変更の場合は防災無線に

てお知らせいたします。

■
公
民
館
清
掃

●
一
月
十
二
日
（
日
）
第
七
班
西
の
皆
様

●
一
月
二
十
六
日
（
日
）
第
八
班
の
皆
様

●
午
前
八
時
よ
り

予
定
が
行
事
と
重
な
っ
た
場
合
な
ど
、
変
更
が
あ

る
場
合
は
防
災
無
線
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
リ
サ
イ
ク
ル
の
日

●
一
月
十
八
日
（
土
）
第
十
六
・
十
七

二
十
一
班
班
長
の
皆
様

●
午
前
七
時
半
よ
り
一
時
間

●
福
島
町
会
館
駐
車
場
。
欠
席
の

場
合
は
、
必
ず
交
代
要
員
を

出
し
て
下
さ
い
。

電
池
・
蛍
光
灯
は
こ
の
日
に

出
し
ま
し
ょ
う
。

■
一
月
二
十
八
日
（
火
）
午
後
一
時
半
～

福
島
町
会
館
に
て
。
毎
月
第
四
火
曜
日
。

■
参
加
費
百
円

皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、

遊
び
に
来
て
下
さ
い
。

おきらくカフェ

■
令
和
七
年
一
月
五
日
（
日
）
午
後
三
時
～

■
福
島
町
会
館
に
て

町
民
の
皆
様
、
奮
っ
て
の
ご
参
加
を
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

井
出
能
美
市
長
が
ご
臨
席

予
定
で
す
。

ご
欠
席
の
皆
様
は
、

「
委
任
状
」
の
提
出
を

よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
戸
に
配
布
し
ま
す
案

内
状
（
委
任
状
含
む
）
を
参
照
下
さ
い
。

井出能美市長

■
令
和
七
年
元
旦
祭
に
つ
い
て

福
島
日
吉
神
社
の
元
旦
祭
を

左
記
の
と
お
り
執
り
行
い
ま
す
。

前
半
は
午
前
０
時
よ
り
午
前
二
時
ま
で
、
後
半
は
午

前
七
時
よ
り
午
前
十
時
ま
で
で
す
。

新
玉
の
年
に
当
た
り
ご
家
族
お
揃
い
で
の
ご
参
拝
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
参
拝
者
に
は
福
島
日
吉
神
社

の
お
神
札
を
お
分
け
し
ま
す
。

福
島
日
吉
神
社

一
月
一
日
（
水
）

前
半

午
前
０
時
～
午
前
二
時

後
半

午
前
七
時
～
午
前
十
時

■
左
義
長
の
お
知
ら
せ

一
月
十
二
日
（
日
）
午
前
九
時
よ
り
、

神
社
横
の
駐
車
場
で
左
義
長
を
執
り
行
い
ま
す
。

午
前
八
時
か
ら
小
学
生
の
児
童
が
各
家
庭
を
廻
り
、

し
め
縄
等
の
回
収
を
し
ま
す
。
金
属
類
等
の
燃
え
な

い
も
の
は
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。

神
棚
な
ど
に
お
祀
り
し
て
一
年
間
お
守
り
頂
い
た

天
照
皇
大
神
宮
・
福
島
日
吉
神
社
・
崇
敬
神
社
等

の
お
神
札
は
、
感
謝
を
込
め
て
左
義
長
の
際
に
納
め

て
下
さ
い
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
の
方
は
午
前
九
時
前
に
回
収
漏
れ

が
な
い
か
、
も
う
一
度
町
内
を
巡
回
し
て
確
認
し
て

下
さ
い
。

そ
れ
で
も
漏
れ
が
あ
っ
た
場
合
は
、
御
面
倒
で
も
個

人
で
当
日
の
九
時
ま
で
に
神
社
へ
持
っ
て
き
て
下

さ
い
。

十
二
月
十
三
日
に
白
山
一
里

野
温
泉
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ

た
安
全
祈
願
祭
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ジ
正
面
の
ゲ

レ
ン
デ
は
薄
っ
す
ら
と
雪
に

覆
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
二

十
一
日
の
オ
ー
プ
ン
は
厳
し

い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

何
と
か
ク
リ
ス
マ
ス
明
け
に

は
、
オ
ー
プ
ン
で
き
る
だ
け

の
降
雪
が
あ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

昨
シ
ー
ズ
ン
は
、
元
日
の
震
災

に
よ
り
、
積
雪
は
十
分
な
も
の
の
来
場
者
数
は
激

減
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
奥
能
登
の
小
学
生
が
ス
キ
ー
場
近
隣

の
白
山
ろ
く
少
年
自
然
の
家
に
避
難
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
少
し
で
も
楽
し
い
思
い
出
を
と
の
思

い
か
ら
、
ス
キ
ー
場
関
係
者
等
の
ご
尽
力
に
よ
り
、

ス
キ
ー
体
験
の
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
一
里
野
温
泉
の
ホ
テ
ル
等
に
は
珠
洲
市
か

ら
の
二
次
避
難
者
が
十
二
月
十
四
日
ま
で
滞
在

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

震
災
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
昨
シ
ー
ズ
ン
で
し

た
が
今
シ
ー
ズ
ン
は
穏
や
か
で
多
く
の
ス
キ
ー

ヤ
ー
で
賑
わ
う
シ
ー
ズ
ン
と
な
る
こ
と
を
切
に
祈

り
ま
す
。

第
三
班

末
政
信
夫

■
い
き
い
き
サ
ロ
ン

令
和
七
年
三
月
よ
り
実
施
予
定
で
す
。

■
役
員
会

令
和
七
年
一
月
二
十
日
（
月
）

■
「
百
寿
会
」
新
会
員
募
集
中

「
百
寿
会
」
は
福
島
町
町
内
の
六
十
五
歳

以
上
の
住
民
の
親
睦
と
福
祉
増
進
を
通
じ
、

ふ
る
さ
と
作
り
に
寄
与
す
る
事
を
目
的
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

令
和
七
年
は
六
十
五
歳
・
六
十
六
歳
の
全

員
、
人
生
の
節
目
で
あ
り
ま
す
七
十
・
七

十
五
・
七
十
七
歳
の
未
入
会
の
皆
様
を
中

心
に
入
会
募
集
を
致
し
ま
す
。

各
担
当
役
員
が
、
「
入
会
募
集
の
ご
案
内

と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
を
持
参
し
、
お
願
い

に
上
が
り
ま
す
。
沢
山
の
皆
様
の
ご
入
会

を
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

西
部
地
区
火
の
用
心
復
活

令
和
七
年
出
初
式
の
ご
案
内

■
十
一
月
三
十
日
（
土
）
十
三
時
～

■
十
二
月
十
五
日
（
日
）
十
八
時
～

共
に
福
島
町
会
館
に
て

●
生
活
環
境
委
員
会

・
十
一
月
十
七
日
（
日
）
き
ら
く
園
内
の
松
の
木
の

剪
定
を
試
み
る
も
、
地
盤
の
関
係
上
、
高
所
作
業
車

が
利
用
不
可
。
専
門
業
者
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
予

定
。

●
福
祉
厚
生
委
員
会

・
十
二
月
九
日
（
月
）
見
守
り
M
A
P
作
成
。
二
十

七
～
三
十
班
。
各
班
長
・
福
祉
厚
生
委
員
会
・
民
生

委
員
・
福
祉
推
進
員
・
社
会
福
祉
協
議
会
ス
タ
ッ

フ
に
て
。

●
自
主
防
災
会

・
令
和
七
年
の
防
災
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
検
討
中
。
能

美
市
防
災
セ
ン
タ
ー
の
見
学
（
体
験
）
、
防
災
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
。

●
防
災
委
員
会

・
十
二
月
二
十
五
日
（
水
）
よ
り
、
自
衛
消
防
団
に

よ
る
年
末
夜
回
り
を
実
施
。

●
町
内
会
長

・
旧
保
育
園
跡
調
整
池
の
横
の
倉
庫
が
横
転
。
風

が
原
因
と
思
わ
れ
ま
す
。
業
者
に
て
、
復
旧
と
ア
ン

カ
ー
固
定
実
施
済
。

＊
町
内
会
費
打
ち
合
わ
せ
（
十
一
月
三
十
日
）

＊
令
和
六
年
収
支
決
算
（
十
二
月
十
五
日
）

＊
十
一
月
号
・
当
号
に
記
事
と
し
て
載
せ
た
内
容

は
、
当
欄
で
は
は
ぶ
い
て
い
ま
す
。

本
年
も
福
島
町
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、

左
記
寄
付
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

●
十
万
二
千
百
円

寄
付
金
は
、
石
川
県
共
同
募
金
会
に
集
め
ら
れ
、
県

内
の
福
祉
活
動
推
進
の
為
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

能
美
市
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
福
祉
活
動
に
加

え
、
生
活
困
窮
者
へ
の
お
見
舞
金
な
ど
に
活
用
さ

れ
ま
す
。

皆
様
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

班
長
の
皆
様
は
、
集
金
・
集
計
な
ど

お
疲
れ
様
で
し
た
。

火
の
用
心
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
民
の
皆
様
の

夜
間
の
安
全
を
考
慮
し
休
止
を
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
度
、
十
四
班
の
有
志
の
方
か
ら
、
「
実
施
し
た

い
」
と
の
ご
要
望
が
あ
り
、
拍
子
木
他
の
道
具
を
提

供
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
実
施
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

西
部
地
区
中
心
の
活
動
と
な
り
ま
す
が
、
皆
で
応
援

致
し
ま
し
ょ
う
。

■
令
和
七
年
一
月
十
二
日
（
日
）

午
前
九
時
～

日
吉
神
社
前
を
皮
切
り
に
、
各

地
で
放
水
・
消
火
栓
の
点
検

な
ど
を
行
い
ま
す
。
ホ
ー
ス
を

握
る
の
は
例
年
新
入
団
員
の

皆
様
で
す
。

福
島
町
自
衛
消
防
団
を
皆
で

応
援
致
し
ま
し
ょ
う
。

＊
写
真
は
令
和
六
年
の
模
様

で
す
。

■■求む!！！防災無線

アナウンス担当■■

現担当者の方が勇退のご要望です。

家で出来るお仕事です。

お手当もございます。

希望者は町内会長まで（下記）

渡辺正幸（23班）090-8268-1845

防災無線をお持ちですか？お問い

合わせは下記へお願いします。

能美市総務部危機管理課

0761-58-2201


